










































 はじめに、京都府画学校の校則について時系列を確認したい。最初の校則は、明治 13 年 6 月に制






の段階では「京都画学校規則 上」と「京都府立学校規則附録 京都画学校規則 下」とあり、本来
異なる系統の規則であったことがわかる。13 年規則は、全部で 36 箇条からなり、四宗の設置と展覧
会に関する条項を除けば大半が教職員（吏員、教員、幹事、用掛、生員、出仕）及び生徒に関する規
定である。その第 35 条に「校則ハ別冊府立学校規則附録ヲ確守スへシ」とあるとおり、13 年附録は
本来別冊として扱われた部分で、全 10 章からなる。画学校として新たに加えた条項は少なく、学校
運営に関わる条項の大半を明治 12 年 4 月から授業を開始した府立中学の規則に依存した。 

























この規則と共に明治 14 年 4 月までに西宗、東宗、北宗から提出されたと思われる「品評規則起案」(12)
が遺されている。この規則案には直入、金﨑、吉田の認印があるが、先の品評規則案との関係は不明
である。両者同一の雛形に対して修正を加えた可能性があり、審査の公開性や鑑定料などに異なる立
場をとる。別に明治 15 年 4 月に「品評規則」が改正されたとする記録があるが、これも「沿革材料」
の記事に確認されない(13)。しかし、明治 15 年 1 月にはじめての校内展覧会が開催されており、この
時、品評規則について何らかの検討が行われた可能性はある。 
明治 14 年 2 月には校則及び教則の改正が検討され、29 箇条からなる改正案(14)が作成された。後に
文部省への提出も行われたが翌年取り下げており、実際の改正には至らなかった。 







則は、明治 14 年に作成されたものである。 
そして明治 21 年 2 月に「京都府画学校規則」改正が行われた（以下「21 年規則」という。資料３）。




翌明治 22 年再度校則の改正が行われるが、これは 21 年改正校則の一部(18)を是正する実務的な改正で
ある（資料４）。明治 22 年に学校の経営は生まれたばかりの京都市に移る。その後西洋画専攻廃止の
動きがみられるなど、運営に混乱が生じるが、校則の改正には至っておらず、京都府画学校の校則が


































































































趣旨を除くと 13 年規則の項目は総て割愛された状態となる。逆に 21 年規則では府立学校規則を適
用していた 13 年附録にあたる部分を改めて画学校規則本体に編入している。13 年附録の第 1 章入
学規則、第 2 章校則、第３章生徒心得、第 9 章書器貸付規則を基本に、新たな教育課程すなわち教
則を組み合わせた構成へと改変したことになる。「生徒心得」及び「書器貸付規則」は明治 14 年に
作成され明治 16 年に正式に制定している。 
 
C 学年制への移行 




 3 年の修学期間を普通画学科 2 年と専門画学科あるいは応用画学科 3 年という 5 年に改めた。普





としなければならない。その後 5 年あるいは 4 年として定着する修学期間は、継続的に中等教育の
範囲に止まるためである。なお施行後となる 21 年 11 月に図案科には 3 年を修学期間とする速成科
が設けられており、修学年限に関しては、5 年への長期化に抵抗する立場もあったと思われる。ま





わち従来の 14 歳を基準とした入学資格からかなり年齢が下げられ、10 歳で入学できるようになっ
たのである。これは大きな変化であったが、間もなく不適切な規定と考えられたらしく、翌 22 年
の規則改正により、入学は高等小学校卒業生またはこれと同等以上の学力とした。結果として、従






























































































望月派 望月玉泉 ○ ○
原在泉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
梅戸在勤 ○
諸派折衷 河邊華挙 ○







岸九岳 ○ ○ ○ ○ ○
幸野楳嶺 ○ ● ●
森川曽文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山田文厚 ○ ○
渡辺秋溪 ○
鈴木瑞彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
駒井龍仙 ○
菊池芳文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
竹内栖鳳 ○ ○ ○ ○ ○ ○





































規則の借用と 13 年教則の併用によって運用するようになっていた 13 年規則を、一規則に統合し、単
独で運用できるようにしたものが 21 年規則といえる。その過程を考えるとき、明治 14 年及び明治
16 年に検討された画学校規則改正案（以下それぞれを「14 年改正案」「16 年改正案」とする。）は、
試行錯誤の様子を伝えて貴重である。ちなみに、『百年史』においては、校則の改正は明治 16 年と明
治 18 年に検討されたことになっているが、当時の資料(25)を見る限り、改正が検討されたのは 14 年と
16 年であったと考えなければならない。 
校則改正案には 29 箇条からなるものと 89 箇条からなるものの二つが遺されている。明治 16 年 1
月に農商務省の博覧会掛から返却された画学校規則は 29 箇条規則であるが、これは明治 15 年 10 月
の第 1 回内国絵画共進会において金﨑が博覧会掛に提出したものなので、それ以前に作成されていな
ければならない。金﨑壽の出張復命書（資料７）には、文部省への提出を取り下げ、博覧会掛に提出
したと書いているため、この 29 箇条改正案は明治 14 年 2 月のものと考えられる。一方 89 箇条改正
案は明治 16 年 6 月に金﨑から京都府に申し出た改正案と考えて良い。大幅な改正のため新たな規則
と見なして欲しいという説明(26)が従来の 29 箇条改正案と異なる状況を適切に伝えている。この稿本
には回議欄があり摂理、教員、出仕、主任監事の項があるため、直入が摂理を辞任し、笠井喜佐吉が





























 14 年改正案の構成を見ると、13 年規則の教職員に関わる部分が一部削除されたため、38 箇条から
29 箇条へと条項が削減されている。ただ、加えられた条項として、変則生の規程がある。変則生とい
うのは、今日で言うところの聴講と通信教育の両制度に従う生徒である。むしろこのときの検討案で














36 箇条の 13 年規則が 89 箇条に及ぶ長大なものになっている。 
 16 年改正案に特徴的なのは、宗内に置かれた塾制を廃止し、宗という呼称を派に改めたことであろ




































令を受けるのが明治 14 年 1 月。学校は学務課の所管であるため兼任となっている。府の勧業課と兼
務であるから、学校の職員とはいいながら府側の意向を強く反映することになる。吉田秀穀は金﨑が
画学校の監事を務める間、学務課から画学校に関与し、同じく府の職員であった笠井喜佐吉が校長を

























老雲は明治 19 年 9 月に用掛として画学校の職員となったため、明治 20 年 9 月の改正 21 年改正上
申まで 1 年あり、当然この作業に関わったものと考える。明治 19 年 12 月 24 日に依願退職する金﨑
とは 3 月の間ともに勤務して後を引き継ぐかたちになっている。翌年学校が京都市に移管されたた後
に老雲は学校を離れているところから、まさに府側の意を受けて学校改革に協力した可能性が高い。
楳嶺が教員として学校に復職するのは 21 年 3 月であり、すでに改正規則が出来上がった後のことで
ある。楳嶺は工業課の構想を当初から持っていたところから、新しい校則による教育の実践役として
復職するのである。 
21 年規則は施行後 2 年で西洋画の廃止が決定し、本邦絵画は教員の退任が続く。さらには、新たに
生まれた応用画も専任の教員が定着しないなどの不安定な運営が続くが、応用画学科の設置そのもの






























                                                 
1 拙稿「京都府画学校出仕について」（2009 年 3 月 25 日、「京都市立芸術大学芸術資料館年報」18 号）、
「京都府画学校の教育」（2010 年 3 月、「京都市立芸術大学芸術資料館年報」19 号）、「京都府画学校
の校有品」（2011 年 3 月、「京都市立芸術大学芸術資料館年報」20 号） 









3 と 4 に、(3)は資料 1 と 2 に、(4)は資料 7 に翻刻し、(5)は資料 15 に、(6)は資料 16 にその内容の一
覧を掲げた。 
3 これらの補訂は、楳嶺らによる仮校則及び明治 21・22 年改正規則の確認により修正するものであ
り、基本的に本稿に論じる内容によって行う。前掲注 1 論文「京都府画学校出仕について」について、




画学校の教育」について、14 頁 16 行からの内容については、普通画学科２年応用画学科３年と改め
る。同 19 頁 29 行からの内容については、明治 21 年改正規則（資料３）によって比較できる、ただ
し考察の結果は変わらない。 
4 注 2《画学校規則綴》に収録。 







における准官等表の十等にあたる。前掲注 1 論文「京都府画学校出仕について」p.13 参照。 









                                                                                                                                                              




1 条に 89 箇条改正案を拠り所とする記述があり、書き込まれた注記の解釈が難しい。注記者の何らか
の錯誤が推測される。 
14 「5 改正・京都府画学校規則」（『百年史』pp.127f） 
15 「11 京都府画学校規則改正案」(『百年史』pp.130-3) 
16 この 6 規則に加え「鍳定規則」の名が記されているが、ミセケシされている。この「鍳定規則」は
「品評法」として『創立以来生徒管理規程』の簿冊に収録されるものを指すと思われ、89 箇条規則の
第 76 条に基づく旨が記されている。罫外に「明治 15 年 4 月改正」と書き込みが見られるが、15 年 4
月は内国絵画共進会以前であり、未だ 29 箇条規則の検討を行っていた時期であるため、錯誤の可能
性が高い。 




18 主な変更点は、第 8 条（授業時間数と授業内用及び教科書）の変更、第 12 条（応用画学科におけ
る変則授業）の削除、第 21 条（入学資格）の変更である。資料４参照。 
19 前掲注 1 論文。 
20 『百年史』ではこれを東洋画としているが規則には「本邦の絵画」としかなく東洋画の語は見えな
い。東洋画の用語を使いはじめた契機は不明である。 
21 磯崎康彦･吉田千鶴子『東京美術学校の歴史』（1977 年 3 月、日本文教出版株式会社）pp.51-61。 
22 島田康寛『京都の日本画 近代の揺籃』（京都新聞社、1991 年 7 月）p.114。 
23 鈴木松年は同年 2 月に辞任しているので 4 月には在籍していない。 
24 明治 22 年の校則改正によって専門画学科、応用画学科の数学は科目が削除され、数学は普通画学
科における幾何学の授業のみとなった。 
25 資料５、資料６、資料７、資料８、資料９、資料 10、資料 11。  
26 資料９ 



















資料１ 明治 13年 6月 京都画学校規則 
資料２ 明治 13年 6月 京都画学校教則 
資料３ 明治 21年 2月 京都府画学校規則 
資料４ 明治 22年 9月 京都府画学校規則（抄出） 
資料５ 明治 14年 2月 画学校差出京都府宛書簡 
資料６ 明治 14年 3月 吉田秀穀差出画学校宛書簡 
資料７ 明治 15年 12月 金﨑壽による第 1回内国絵画共進会出張の復命書 
資料８ 明治 16年 1月 博覧会掛差出京都府金﨑寿宛文書 
資料９ 明治 16年 6月 画学校金﨑寿差出京都府北垣国道宛書簡 
資料 10 明治 16年 7月 画学校差出京都府宛規則制定願書 
資料 11 明治 20年 9月 画学校差出京都府宛校則改正申出書 
資料 12 明治 11年 12月 幸野楳嶺らによる画学校仮規則 
資料 13 明治 12年 関口老雲による画学校見込書及び開業届 
資料 14 明治 16年 11月 府立画学校沿革（府立学校沿革誌） 
資料 15 《画学校規則綴》 内容一覧 
資料 16 《改正規則稿本綴》内容一覧 
 
【資料１ 明治 13年 6月 京都画学校規則】 
 
【解題】明治 13 年 7 月に開校する京都画学校のために同年 6 月 19 日に告示された府令第 260
号による校則である。京都市立芸術大学『百年史』では、後半の京都府立学校規則附録の部分が、
明治 14 年改正案の検討資料しか収録されておらず、公刊されたもので全体を収録しているのは









京都畫學校規則  上 
 
  通  則  
  目  次 
第一條     趣 意 
 13 
 
第二條              宗 派 
第三四條             塾 舎 
第五條              吏 員 
第六七八條           教 員 
第九條              幹 事 
第十十一十二條         用 掛 
第十三粂             出仕生員 
第十四十五條           出 仕 
第十六十七十八條        生 員 
第十九條             生 徒 
第廿廿一廿二條         給費生 
第廿三廿四廿五廿六廿七條  出 仕 
第廿八廿九卅卅一卅二條   展覧會 
第卅三卅四條    寄附金 
第卅五卅六條              規則教則 
 
京都畫學校規則 
























  但病気ノ届ハ幹事ニ充テ出スへシ 
第九條 幹事ハ左ノ件々ヲ掌ルへシ 
 第一項 教場寮舎ヲ巡察スル事 
 第二項 教員上場ノ遅速授業ノ可否ヲ監督スル事 
 第三項 生徒ノ勤惰ヲ監督スル事 
 第四項 生徒ノ衛生品行上ニ注意シ病者犯則者ヲ処分スル黎 
 第五項 書籍器械ノ出納ヲ監スル事 







































































































  第一條 
學資第一種ノ入學金ヲ三等ニ分ツ 
 上等 金壱圓 
 中等 金七拾錢 
 下等 金五拾錢 
  第二條 
同第二種受業料モ亦三等ニ分ツ 
 上等 金七拾錢 
 中等 金五拾錢 
 下等 金三拾錢 
  第三條 
以上二種ノ學資ハ本則ノ如ク財産ノ多少管ノ内外官ノ有無等ヲ以テ分ツモノニ非ス生徒并其父兄ノ志
ノ厚薄ニ因テ上中下ヲ擇ヒ定ムヘキモノトス 
  第四條 
本則第六條ノ通リ 
  第五條 
同第八條ノ通リ 
  第六條 
同第九條之通リ 




【資料２ 明治 13年 6月 京都画学校教則】 
 












































































































 ○水墨學 ○墨畫 ○一筆畫 ○運筆 
第二期 第五級 
○寫生學 ○山水草木動物類 ○熟紙 
第三期 第四級 
○淡彩學 ○薄彩色 ○水繪具調合 ○寫生清書 ○絹枠張 
第四期 第三級 
○摹寫學 ○古畫古像 ○古器物寫 ○大小縮圖 ○位置 ○地紋類 
○彫刻下 ○蒔繪下 ○定木引 
第五期 第二級 
○着色學 ○極彩色 ○泥繪具調合 ○泥引 ○砂子蒔 ○繪圖引 ○紺青引 
第六期 第一級 








































○寫生水畫 ○臨畫油畫 ○口授油畫顔料調和法 
第六期 第一級 






















○運筆減筆樹石 ○臨模小景 ○賦色淡彩 ○口受畫學大意 
第四期 第三級 
○運筆減筆屋宇舟車 ○臨模小景 ○寫生器物 ○賦色中着色 ○布置諸圖伸縮 ○口授畫法変更 
第五期 第二級 
○運筆禽獣虫魚 ○臨模中景 ○寫生花卉 ○賦色勾勒没骨  ○布置花卉禽獣合景 ○口授古今調度 
第六期 第一級 
○運筆人物 ○臨模密畫 ○寫生動物 ○賦色大着色 ○布置各得度 ○口授鑑定 
以上 
 




【解題】明治 21年 2月 14日府令第 21号により告示された京都府画学校規則。同年 3 月 1日か















  普通畫學科 
   繪畫 數學 理科 口授 
  專門畫學科 
   繪畫 數學 口授 實習 
  應用畫學科 








  下タ繪彩色諸摸様（刺繍友禪紋織類） 
  陶器畫 
  漆器畫 
  銅器畫 
  彫刻下タ畫 












課目 課別   年級 
一週 
教授時間 
第一年 仝 第二年 
繪畫 ○ 二三 墨畫 
 運筆法 減筆法 一筆抅取法 
 白描法 
  但此級ニ於テハ植物ヲ授ク 












□ 二三 罫畫法 自在畫法 
用器畫法（畫法幾何及投影畫） 




× 二三  運筆法 減筆法 白描法 
  但此級ニ於テハ植物ヲ授ク 
副學科 
 用器畫法 








 用器畫法（投影畫） 鉛筆畫 






口授     一 繪畫美術ニ關スル論説歷史古圖書籍
拔萃口授 
体操 三 徒手運動 三 軽捷運動 





學科 專 門 畫 學 科 




第一年 仝 第二年 仝 第三年 
繪畫 ○ 一二 着色畫 
 中彩色法 極彩色法 




 密畫法 勾勒法 
























一 幾何學（圓形） 一 幾何學（直線等
積論ヨリ比例ニ
至ル） 
實習 一二 作圖（意匠畫） 一二 仝上 一二 仝上 
口授 二 普通畫學科ノ旨ニ仝シ 二 仝上 二 仝上 
体操 三 軽捷運動 三 仝上 三 仝上 
計 三〇   三〇   三〇   
 
學科 應 用 畫 學 科 
課目 課別   年級
一週 
教授時間 
第一年 仝 第二年 仝 第三年 

















數學 一 專門畫學科ニ仝シ 一 仝上 一 仝上 





口授 二 普通畫學科の旨ニ仝シ 
 但應用美術ニ關スル 
モノヲ主トス 
二 仝上 二 仝上 
体操 三 軽捷運動 三 仝上 三 仝上 

































  年級 
課目 








口授 普通畫學科ノ旨ニ仝シ 仝上 仝上 
 
應用畫學科ノ部 
  年級 
課目 























   孝明天皇祭    一月三十日 
   紀元節      二月十一日 
   春季皇霊祭    春分日 
   神武天皇祭    四月三日 
   秋季皇霊祭    秋分日 
   神嘗祭      十月十七日 
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   天長節      十一月三日 
   新嘗祭      十一月廿三日 
































 第二項 學期試業ハ第一學期ノ終リ一週間内ニ於テ本學期中履修セシ諸科目ノ試業ヲ行フモノトス 
 第三項 學年試業ハ毎學年ノ終リニ於テ本年中履修セシ諸科目ノ試業ヲ行フモノトス 
第卅一條 學年試業ニ合格シタル者ニハ書式第三號全科卒業ノ者ニハ書式第四號ノ証書ヲ附與ス 
第卅二條 學業成績點ヲ左ノ六項ニ區別ス 
 第一項 某學科日課ノ成績ニ附スルモノヲ日課點トス 
 第二項 某學科臨時試業ノ成績ニ附スルモノ之ヲ臨時試業點トス 
 第三項 某學科學期試業ノ成績ニ附スルモノ之ヲ學期試業點トス 
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 第四項 某學科學年試業ノ成績ニ附スルモノ之ヲ學年試業點トス 
 第五項 學年中某學科ノ日課及ヒ臨時學期ノ試業各平均點ヲ合計シ之ニ學年試業點ヲ加ヘ四除シタ
ル商ヲ學年修業點トス 












 第一項 凡テ生徒校則ニ遵フヘキハ勿論時々諭達ノ旨ヲ守ルヘシ 
 第二項 職員又ハ教員ノ訓戒ハ之ヲ遵守スルモノトス 
 第三項 言語品行ヲ慎ミ專ラ學業ヲ勉ムヘシ 
 第四項 交際ハ信義ヲ重シ友誼ヲ失フヘカラス 
 第五項 凡テ長上ニ對シ敬禮ヲ欠クヘカラス 
 第六項 教員ノ許可得スシテ教室ヲ出入スヘカラス 
 第七項 正課ノ終リ翌日授業ノ用品ヲ教員ニ問ヒ遺漏ナク必ス携帯スヘシ 
 第八項 携帯スル所ノ用品ヲ錯亂スヘカラス 
 第九項 洋服ニ非サレハ必ス袴ヲ着クヘシ 
 第十項 身體衣服ハ必ス清潔擧止必ス静粛ナルヘシ 
 第十一項 猥リニ集合無益ノ雑話ヲナスヘカラス猥ニ座ヲ離ルヘカラス他人ノ勤學ヲ妨クヘカラス 
 第十二項 總テ爭論ヲ禁スルハ勿論學術上ノ討議タリトモ高聲ヲ發スヘカラス 
 第十三項 校内ノ樹木ヲ傷害シ瓦石ヲ擲ツ等總テ不良ノ遊戯ヲナスヘカラス 
















 繪畫 内外國ノ各畫學科ヲ設ケ生徒ノ望ニ任セ之ヲ授ケ兼テ應用美術ノ基礎ヲ立テシム 
















○ 天然痘又ハ種痘濟 氏名 
應用畫學科豫望ノモノハ普通畫學科修業出願
ノ初メニ於テモ○印ヘ應用畫學科ノ五字ヲ記ス  年号何年何月何日生 
今般御校ヘ入學致度依テ履歷書并既痘証相添此段相願候也 
   右 
年 月 日   願人 氏名 印 
     住所族籍 
    保證人 氏名 印 
京都府畫學校充 
 




















    
上
下京區何組 

























【資料４ 明治 22年 9月 京都府画学校規則（抄出）】 
 
【解題】明治 22 年 9 月 7 日 14日に告示第 86 号として告示されたもの。同年 10 月 1 日から施








から生まれたばかりの京都市に移されるが、校則の改正はなく、翌 23 年 2 月に西洋画科廃止の
方針が決定された際も校則の改正は行われなかった。次いで行われた校則の改正は学校が美術学




















































































































































    
        





























































































































































































   
 
    
 









學科 普 通 畫 學 科 
課目 課別   年級 
一週 
教授時間 
第一年 仝 第二年 
繪畫 ○ 二八 墨畫 
 運筆法 減筆法 一筆抅取法 
 白描法 
  但此級ニ於テハ植物ヲ授ク 




 寫生法 臨摸法 没骨法 
 着色法 





□ 二八 罫畫法 自在畫法 
用器畫法（畫法幾何及投影畫） 




× 二八  運筆法 減筆法 白描法 
  但此級ニ於テハ植物ヲ授ク 
副學科 
 用器畫法（畫法幾何） 
二五 臨摸法 没骨法 彩色法 配色法 



















口授     三 繪畫美術ニ關スル論説歷史古圖書籍
拔萃口授 











學科 專 門 畫 學 科 




第一年 仝 第二年 仝 第三年 
繪畫 ○ 一五 着色畫 
 中彩色法 極彩色法 




 密畫法 勾勒法 






















實習 一六 作圖（意匠畫） 一六 一六 一六 仝上 
口授 二 普通畫學科ノ旨ニ仝シ 二 二 二 仝上 
体操 三 兵式 三 三 三 仝上 
計 三六   三六 
 
三六   
 
學科 應 用 畫 學 科 
課目 課別   年級
一週 
教授時間 
第一年 仝 第二年 仝 第三年 






















口授 二 普通畫學科の旨ニ仝シ 
 但應用美術ニ關スル 
モノヲ主トス 
二 仝上 二 仝上 
体操 三 兵式 三 仝上 三 仝上 































  年級 
課目 






口授 普通畫學科ノ旨ニ仝シ 仝上 仝上 
 
應用畫學科ノ部 
  年級 
課目 
























 繪畫 内外國ノ各畫學科ヲ設ケ生徒ノ望ニ任セ之ヲ授ケ兼テ應用美術ノ基礎ヲ立テシム 











【資料５ 明治 14年 2月 画学校差出京都府宛書簡】 
 






























【資料６ 明治 14年 3月 吉田秀穀差出画学校宛書簡】 
 
【解題】明治 14年 2月 12日付けで画学校から京都府に宛てられた書簡（資料５）に対する 3月
28 日付け吉田秀穀の回答である。校則教則とも文部省へ提出すべきことを伝えており、内容を承
認したということになる。この文面からすると文部省への提出は直接画学校が行ったらしい。同


















【資料７ 明治 15年 12月 金﨑壽による第 1回内国絵画共進会出張の復命書】 
 
【解題】明治 15年 10月から開催された第 1回内国絵画共進会のために東京出張した画学校監事






























































仝八日 右画 天覧被為在候 
但杉宮内大輔ヨリ右画ハ何レモ深切ニ製シタリトノ天評アリシト承ル．又右画ハ此節御用ニ可相
成御内沙汰承給候 
仝日来十日 共進会ヘ 行幸ノ御達有之候 
仝九日 明日ノ 行幸御延引ノ御達有之 












銀印一名 銅印十三名 褒状 十五名 著述褒状 三名 功労褒状 六名 
 但過日上申濟 
本日委員ヘ折詰一重 正宗酒瓶一本 杯一箇 賜之候 
仝十五日 山高掛長ヨリ御用画ノ傳達有之．如左 
出品ノ侭御用四名 出品通御注文四名 改作御注文三名 
本日 来ル十八日 行啓ノ御達有之 
仝十八日 皇太后宮 行啓被為在．其式 
主上行幸被為在候節ト御同様 
仝十九日 本府出張審査官本日限解職．左ノ通手当給與相成ル 











































課長[朱筆]  工商務掛 [朱筆] （印:二郎） 


































  明治十六年六月 日  京都府画学校監事金﨑壽(印:金﨑) 
 
   京都府知事北垣國道殿 

























   画学校 
 
【資料 11 明治 20年 9月 画学校差出京都府宛校則改正申出書】 
 


























               京都府画學校 
       雇  吉田秀穀 
 明治二十年九月  日 
  京都府知事 北垣國道殿 
 
【資料 12 明治 11年 幸野楳嶺らによる画学校仮規則】 
 
【解題】画学校開校の建議書を提出した望月玉泉、幸野楳嶺、久保田米僊、巨勢小石によって明





























































   幸野楳嶺 
   久保田米仙 
   巨勢小石 
 
 




















  長野県士族 










































































以上         （以上見込書） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
記 








  東三本木五百十七番 
  屋敷谷口藹山寄留 
   長野県士族 





 拾八石 但シ此現石四石五斗 
合高 
 現石拾参石貳斗八升四勺 父故幸敦 
    祖父故幸布嫡孫氶祖 
    関口守衞 



















明治十一年十二年七日       （以上履歴書） 
 
 
【資料 14 明治 16年 11月 府立画学校沿革（府立学校沿革誌）】 
 
【解題】明治 16 年 11 月頃に記された画学校の略沿革。この文書に、明治 11 年 8 月田能村直入上
申書、同年 9月望月玉泉幸野楳嶺建議書、明治 12年 1月槇村正直第 25号告諭、同年第 25号達宗



































































































































群 名称･種類 備考 用紙 
1 忠直差出書簡 明石･廣瀬宛 1 月 19 日  無地 
2 
京都府立学校規則附録 画学校規則 下 
36 箇条 京都府罫紙 11 行 















京都画学校懲則 京都府罫紙 11 行 
同 裏表紙 白紙 無地 
5 吉田秀穀差出書簡 画学校宛 明治 14 年 3 月 28 日 無地 
6 規則改正伺 明治 14 年 2 月 12 日 京都府罫紙 11 行 
7 画学校品評及鍳定規則    京都府罫紙 11 行 
8 品評規則起案   無地罫紙 10 行 
9 京都府布令書 第 260 号 明治 13 年 6 月 原本 11･12 丁 
10 画学校仮規則 幸野楳嶺・望月玉泉他 明治 11 年 12 月 無地罫紙 10 行 
11 私説 久保田米僊述   下京第四区罫紙 10 行 
12 
京都画学校課業表 久保田米僊編   無地 
画学課業表 望月玉泉編   無地 
13 
画学校見込書 関口守衛   無地罫紙 9 行 





京都画学校東宗教則 望月玉泉 明治 13 年 7 月 
無地罫紙 10 行 教則参考 望月玉泉 明治 13 年 7 月 23 日 




無地罫紙 10 行 
北宗画学課業表 
北宗画学日課時間表 
北宗教則草稿成ルニ際シ 幸野楳嶺 明治 13 年 7 月 12 日 






規則稿本綴」と記しているため簿冊の名称が明確である。明治 14 年に作成された 29 箇条改正案





改正規則稿本綴 十五年廿二年  
群 名称･種類 備考 用紙 
1 
修正案 通則目次 










3 金﨑寿差出文書 北垣国道宛 明治 16 年 6 月 
京都府画学校罫紙 11
行 
4 生徒懲則   京都府罫紙 11 行 
5 
京都府画学校規則改正案 






29 箇条案。明治 16 年 1
月 17 日 








明治 16 年 1 月 17 日 無地 
画学書仮規則 
画学所入学生徒心得 
画学教授規則 
封筒 
 
